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研究成果の概要（和文）：14世紀から17世紀にかけての時代、いわゆる南北朝・室町時代に『太平記』はどのよ
うな書として認識されていたのか。この問題を追及するために、本文異同の分析、作品の読解、享受資料の検討
を行った。これにより、神田本『太平記』が15世紀の異本生成の過程を知る上で重要な伝本であること、半ば定
説化している『太平記』は室町幕府の正史（的存在）という説は成り立ちがたいこと、8代将軍足利義政周辺に
異本的存在である天正本『太平記』が存在していたことなどを明らかにした。

研究成果の概要（英文）： From the 14th century to the 17th century, I studied what type of book was 
recognized as "Taiheiki".In order to clarify this fact, I mainly carried out research from three 
viewpoints.The first is research on processes with various texts.The second focused on the way the 
emperor was drawn, and made a detailed reading of the text.Third, I thought about how "Taiheiki" was
 being read.
 As a result of this research, it was found that the characteristics of the text generation in the 
15th century were specifically left in Kandabon "Taiheiki".In addition, it could be pointed out that
 the theory that "Taishiki" is a public history book of the Muromachi shogunate is suspicious.
Furthermore, it was possible to clarify that the unique type of Tenshobon "Taiheiki" existed around 
the eighth general Shogun Ashikaga Yoshimasa.
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１．研究開始当初の背景 
諸本の把握は軍記研究にとって必須の課題

である。現在、『太平記』の諸本は、甲・乙・

丙・丁に分類するのが一般的である。なかで

も甲類が古い姿を留める古態本とされ、その

主要伝本の 1つに神田本がある。しかしなが

ら、神田本の研究は 40 年ほど進められていな

い。また、南北朝・室町時代の『太平記』が

如何に読まれていたのか、どの様な書として

認識されていたのかという問題についても、

1990 年代以降しばしば提示されている室町

幕府の正史（的な存在）という説以外にださ

れていず、旧説の検証もなされていない。つ

まり、『太平記』の本文異同を丁寧に分析し異

本本文の生成について検討し、あわせて『太

平記』の享受の様相が具体的に分かる資料を

分析することを通して、上記の問題について

考えてみる必要があるのである。こういった

背景を踏まえ、神田本等の古態本『太平記』

を中心に据え、『難太平記』等『太平記』に言

及している資料を検証し直すことで、南北

朝・室町時代の『太平記』の姿を見直す必要

があると考えたわけである。 

 
２．研究の目的 
『太平記』は 14 世紀日本の動乱の様を俯瞰

的に描いた唯一最大のテキストである。本研

究では、神田本等、南北朝・室町時代の『太

平記』や古記録といった当時の資料を実証的

に研究することを通して、中世における『太

平記』の姿を、可能な限り具体的に明らかに

することを目的とする。これにより、南北朝

時代を代表する文学作品『太平記』の特徴の

一端を明らかにするとともに、中世社会にお

ける『太平記』の位置付け、人々の指向性の

一端を具体的に理解することを目指す。 

 
３．研究の方法 
本文異同の比較を通して室町時代の『太平

記』の現状を可能な限り正確に把握し、その

上で改訂作者がどのような作品世界を構築し

ようとしていたのかを追究した。また、南北

朝・室町時代の『太平記』の享受資料の分析

を通して中世の『太平記』の位置付けを探っ

た。さらに、本文の異同にも目を配りながら、

古態本『太平記』の読解を通して、『太平記』

の表現世界について考えた。主に天皇に対す

る批判性という観点から分析を加えた。 

 
４．研究成果 

（１）これまでの研究成果 21 本の論文を一

書にまとめ、『難太平記』研究、『太平記』の

生成論、『太平記』の表現世界や享受の問題に

ついて論じた。この書の中では、従来なおざ

りにされてきた『難太平記』と『太平記』の

生成論の研究史も整理・検証してあり、問題

点を浮き彫りにしてある。今回の研究の基礎

となる事柄も整理してある。 

 

（２）神田本『太平記』の研究史を整理し、

切り継ぎや異本本文の書き込みを分析した。

その結果、古態本としてのみ注目を集めがち

であった神田本であるが、むしろ 15 世紀の

『太平記』の本文改訂の姿を探る上で重要な

要素を持っていることを指摘できた。また、

複雑な書き込みがある巻 32 の本文の検討を

通して、神田本は、複数の伝本の比較結果が

書き込まれたものを踏まえて書写されたもの

であろうことを明らかにした。これにより、

室町時代の『太平記』の異本生成の具体的姿

を明らかにすることが出来た。 

 

（３）今川了俊著『難太平記』や『宣胤卿

記』所収今川氏親書状の分析を通して、南北

朝・室町時代における『太平記』の享受の様

相を明らかにした。この研究により、了俊と

氏親の『太平記』観は同様のものであり、今

川氏の認識は守護大名の一般的な認識で、『太

平記』を室町幕府の正史（的存在）と見なし

ていたとする通説を見直すべきだという半ば

定説化した見解に見直しを迫ることに成功し

た。 

 



 

 

（４）南北朝時代から室町時代初期に書か

れた『難太平記』や『明徳記』、室町時代中期

八代将軍足利義政に近似した禅僧周麟が著し

た『大館持房行状』といった、『太平記』と同

時代、隣接する時代の資料や作品も視野に入

れながら、南北朝・室町時代の守護大名や将

軍近臣が『太平記』や軍記をどの様に認識し

ていたのかについて考察した。その結果、今

川了俊のように『太平記』に自家の功績が記

されていないことを批判し、加筆訂正を求め

た人物は、立場上不利な位置に置かれた人物

であり、成功している人物は『太平記』を過

去の物語と認識していたであろうことを指摘

した。また、将軍すら『太平記』を借りて書

写していたと考えられている室町時代中期の

将軍家周辺において、特異な本文を有する天

正本系『太平記』の本文が流布していたこと、

将軍近臣の家柄でも『太平記』を利用して先

祖が足利氏を窮地に追い込んだなどとする歴

史を創出していたこと等を明らかにした。 

 

（５）『太平記』における天皇の描かれ方を

中心に、中世における『太平記』の姿を作品

論の視点から考察した。従来は、後醍醐天皇

のみが強烈な意思を有した天皇であり、対す

る光厳天皇は従順な天皇として考えられてき

た。また、生前の後醍醐天皇と死後怨霊化し

た後醍醐天皇という観点から、『太平記』を 2

部に分けて考えるという説も提示されてきた。

しかしながら、本研究により、『太平記』に描

かれた天皇全員が他者の意見を聞き入れず自

らの意思を通していること。それ故に、乱世

が続いたのだとするのが『太平記』の語ると

ころであることを示し、旧説に見直しを迫っ

た。また、怨霊後醍醐が後半の作品世界を支

配しているという説も成り立たないことを明

らかにした。 

 

（６）丁類の重要伝本でありながら複写が

許可されていないために研究が進んでいない

阪本龍門文庫蔵豪精本『太平記』の継続調査

を行った。今期の調査では、従来報告されて

いない本文の特徴を発見することが出来たの

で、この成果を今後活かしていきたいと考え

ている。 

 

（７）ニューヨーク公立図書館所蔵の『太平

記絵巻』や『呉越物語』といった『太平記』

の享受を考える上で重要な作品を調査した。

また、今期の海外調査において、従来知られ

ていない伝本を実見することが出来たので、 

今後調べていきたいと思う。 
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